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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、ヒトiPS細胞由来の任意染色体移入方法と、ゲノム編集技術の応用によるヒ

ト染色体のマウス人工染色体(MAC)への搭載方法の2点について新規技術を検討したもので

ある。ヒトiPS細胞を供与体とする微小核細胞融合法の適応に際して、従来と異なる薬剤

を利用した微小核形成を誘導した結果、CHO細胞へのヒト染色体移入が認められた。ま

た、CRISPR/Cas9導入によってCHO細胞内のヒト染色体とMACを同時に切断した結果、部位

特異的な転座を引き起こすことで、目的のヒト染色体領域がMACへと搭載された。本論文

の内容は、ヒトiPS細胞を染色体リソースとして利用する新たな活用方法を示した他、ヒ

ト染色体を導入した染色体改変動物の期間を大幅に削減した。よって、遺伝子工学及び染

色体工学の研究分野において、明らかに学術水準を高めたものと認める。 


